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　勝山地区の皆様におかれましては、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

　令和４年度より当協議会の会長を務めさせていただきます阪田でございます。山尾前会長の

後任として責任の重さを感じているとともに、皆様のますますのご協力を賜りながら微力では

ございますが一生懸命努めますので、よろしくお願いいたします。

　さて、当協議会も平成２８年の発足以来、活気ある優しいまちづくりを目指し地域活性部会

等５つの部会を設け、それぞれの部会が中心となって、数々の取組を展開してまいりました。

令和４年度は、コロナ禍ではありましたが、まちづくり協議会の事業として先進的な体験交流

農園「井田の里」の開園、また、「御殿祭り」、「花いっぱい運動」、体の不自由な方への理解を

深める講習会、防災研修会など一定の活動成果を揚げることができました。

　令和５年度におきましても、勝山御殿築城１６０周年記念としての「御殿祭り」や新下関駅の賑わいを取り戻

すためのイベント等数々の活動を計画しております。

　まちづくり協議会では、「かつどうでつなぐやさしいまちづくり」をモットーに住みよい勝山地区づくりのため、

皆様からのご意見をお聞きしながら取り組んでまいりますので、今後ともよろしくご理解、ご協力の程お願い申

し上げます。

令和５年　陽春

ごあいさつ

＜ホームページ＞ ＜フェイスブック＞

【事務局長:吉本弘之　会計:肥塚泰生】

まちづくり協議会の部会活動に参加する方（個人・団体問いません）を募集中！！

勝山地区まちづくり協議会は、５つの部会が中心と
なって活動中です。
さらに活動の輪を拡げるために、部会活動に参加され
る方を募集しています。
お申し込みは、ＦＡＸ・メールや公式ホームページ、
部会活動参加申込専用フォームからでも受付中。

勝山地区まちづくり協議会
会長 阪 田  高 則

ふりがな 所属団体・勤務先

お名前

電話番号

ご住所 〒

自宅・携帯・勤務先

ＦＡＸ または Ｅ－ｍａｉｌ

自宅・勤務先

あなたのご意見をお聞かせください 入会を希望の方は希望部会を○で囲んでください。

■ 地域活性化部会 ■ 教育文化部会

■ 健康福祉部会 ■ 居住環境部会

■ 安全安心部会

https://ssl.formman.com/t/75lW/※部会活動参加お申し込み専用URL

応募用紙／下記に必要事項をご記入の上、ご応募ください。応募用紙／下記に必要事項をご記入の上、ご応募ください。応募用紙／下記に必要事項をご記入の上、ご応募ください。

令和４年度 事業報告令和４年度 事業報告令和４年度 事業報告

事務局事務局事務局 ▶▶ まちづくりに関するご意見、ご提案などをお聞かせください。まちづくりに関するご意見、ご提案などをお聞かせください。まちづくりに関するご意見、ご提案などをお聞かせください。

＜部会活動お申し込み
　　　　　専用フォーム＞

区 分 事 業 名

部会共通
まちづくり計画策定
（中期計画改訂版作成） 100

構成変更を含む令和4年度
改訂版を作成 99

97

体験交流農園「井田の里」
開園・運営支援 300

９月試験開園、運用支援開始
２次開園準備 297

しもまちスタンプラリー
２０２２への参加 200

全ポイント達成者
地区別賞品当選者数の変更 133

教育文化部会
勝山歴史事業としての
勝山御殿まつりの実施 700

計画どおり実施
703

遺跡・文物等調査事業
20

勝山地区の大字・小字調査
12

健康福祉部会
健康フェスタの
開催

住民参加で健康･福祉を
テーマのイベント実施 240

聴覚障害をテーマに実施
35

居住環境部会
花いっぱい運動
の展開

まちの花の選定や自治会
を通じた栽培促進等 380

計画どおり実施
401

地域防犯対策
自転車盗難防止の研究や
啓発活動の実施 25

勝山中の生徒も参加して
駅周辺で啓発活動を実施 3

地域防災対策
豪雨災害を中心とした
自然災害に対する研修 129

福岡市民防災センター、
東峰村災害伝承館での研修 131

各部会会議 － 事業計画の打合せ等
64

随時実施
22

2,278 1,933

当初計画の概要及び予算（千円） 変更後計画の概要及び決算見込（千円）

広報・コミュニ
ケーション

広報紙の発行（１回）
ホームページ運用等 120

歴史文化研究と
継承

安全安心部会

計

全 体 事 業

広報紙第７号発行他

地域活性化部会 地域活性化対策
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体験交流農園「井田の里」開設･運営支援事業
　昨年度までは、新型コロナの感染状況を踏まえ農園の開園を見合わせてきましたが、今年度
は感染症対策が定着してきたこともあり、以下のとおりテスト開園、二次開園を進めてきました。
①テスト開園
　・5月に20区画の募集を行い、8月に応募者への説明会、区画整備を実施しました。
　・9月に17区画でテスト開園し、その運営も順調に進んでたくさんの作物を収穫できました。
②二次開園
　・11月に25区画の募集を行い、2月に説明会を実施、3月より新たに10区画が開園します。
　また、体験学習ゾーンの試験栽培を本年度も実施し、5月に夏野菜の植え付けを行いました。
10月には収穫祭を行い延べ70名の参加がありました。
　さらに3月には、種の植え付けから収穫までの野菜作り体験学習プログラムに沿って、4品目
の学習指導をスタートさせました。

「知ってほしい聴覚障害のこと」講演会開催
　令和4年10月23日（日）勝山公民館講堂にて、聴覚障害に関わる5名の講師をお招きして開催しました。講師には、下関南総
合支援学校　古田規子様、下関市聴覚障害者福祉協会会長　北本秀樹様（当事者）、下関市社会福祉協議会　髙原和美様
（手話通訳士）、山﨑郁子様（手話通訳者）、障害者支援施設ﾌｪﾆｯｸｽ　藤岡正利様にお越しいただきました。
　講師の方々には、それぞれ「聴覚障害の特性」をはじめ、「聴覚障害者の体験談」、「手話通訳の活動」、「障害者の雇用」など
についてお話いただきました。また、会場では聴覚障害に係る福祉用具の展示も行いま
した。

地域防犯活動
　令和４年６月２８日、新下関駅北口駐輪場において、自転車盗難防止啓発活動を行いま
した。地元勝山中学校の生徒にも協力を頂き、手分けをして自転車の施錠状況を調べまし
た。その結果、無施錠自転車は想像以上に多数あり、札を丁寧に自転車に取り付けるなど
して注意喚起をはかりました。自転車の盗難は刑法犯の中では最も多く、あまり犯罪意識を
感じないのかもしれません。自転車の施錠を促すという事は、このような安易な気持ちで自
転車を盗むという犯罪を防ぐためにも大切な事なので、今後も定期的な活動を継続してい
こうと思います。

勝山地区花いっぱい運動
　勝山地区を花いっぱいで飾ることにより、潤いのある暮らしと魅力あるまちづくりの運動を推
進していきたいと考えています。そこで、居住環境部会として勝山地区の活性化を図るため
勝山公民館を花いっぱいで飾ると共に、この活動の輪を地区全体に広めるため、勝山地区
自治会連合会を通じて花の苗を配布し、自治会の公園又は県道、市道等の路側帯に植栽し
て通行者の目を和ませる活動を行ってきました。

《令和4年度の活動状況》
１．勝山公民館プランター設置場所の雑草除去及び旧植栽花の撤去とプランターの土壌改
善（11月7日）
２．各自治会への花の苗（パンジー）配布及びプランターへの植栽（11月7日）
　　自治会配布数量（35自治会、1，443世帯）　5,089鉢
　　まちづくり協議会プランター植栽　　　　　　　　　79鉢　　合計　5,168鉢
３．駐車場花壇に植栽してあるランタナの剪定と雑草除去（12月19日）

御殿まつり
　第5回御殿まつりを下記の内容で11月12（土）～20日（日）に開催しました。
　〇展示の部：（12日～20日）表門模型・パネル展示
　〇プレイベント：20日（勝山小学校体育館）
　　合唱/勝山小学校合唱部　　講演/勝山御殿の説明
　〇メインイベント：20日（勝山御殿跡会場）舞台の部、遊びの部、飲食コーナーなど
　　舞台の部/勝山中学校応援団実演・しょうや保育園マーチング演奏
　　CCT一の宮金管バンド演奏・海峡まとい太鼓実演
　　紙芝居上演・筝演奏・平家太鼓演奏
　11月20日は、秋空の下多くの方にお越しいただきました。アンケートでは現存する
建物の復元、道路拡幅、駐車場整備等の要望が多くありました。5年度は勝山御殿
築城160年となります。郷土の国史跡「勝山御殿」をこれからも親しんでいただけれ
ばと思います。

【体験学習ゾーンでの収穫祭（10月）】【スタンプラリーの賞品】

しもまちスタンプラリー２０２２
 下関市の「しもまちスタンプラリー2022」事業に勝山地区まちづくり協議会として参加しました。
 昨年の本地区のテーマ「勝山歴史探訪～遺産・遺跡を巡る旅～」を引継ぎ、さらにそれを深め
る形で、「知られざるスポット」をテーマにして、江戸時代の下関市域の街道の一つである「御
米道（ごまいどう）」にスポットを当て、その沿線の史跡をたどる5つのポイントを設定して実施し
ました。
〇ラリーポイント：山ノ谷道祖神・御神霊樹大楠・普賢寺・小野一里塚・老僧岩の5箇所
〇実施期間：７月２１日～１０月３１日
〇全ポイント達成者：２９１名（市内１７まち協中第２位）抽選で１００名に勝山産野菜詰め合わ
せを進呈

【体験交流農園「井田の里」全景】

地域防災活動
　本年度は勝山地区の地理的環境を考えて、豪雨土砂災害に対する対策や
備え等について福岡市民防災センター及び東峰村災害伝承館での研修を
行いました。
〇福岡市民防災センターでの研修
・VR（仮想現実）による豪雨災害の疑似体験　　
・火災による煙霧中の避難体験
・消火器での消火体験　　　
・震度7の疑似地震体験
・消防センター職員による講話
〇東峰村災害伝承館（九州北部豪雨で壊滅的被害を受けた）での研修
・九州大学　三谷教授の講話～危機意識の問題点と今後の地域防災の視点
　日頃の避難訓練への参加の重要性（犠牲者を最小限に食い止められた）、自分は大
丈夫という正常性バイアスの危険性と避難行動を起こさせる要因、これからの地域防災
の視点等たくさんの示唆をいただきました。
　勝山地区は災害の少ない地域ではありますが、今回の研修で学んだことを勝山地区
の防災活動に生かせるような取組みを進めていきたいと思います。

【勝谷・田倉地区の小字名】

【パネル展示】

【勝山御殿正面 表門へ】

【マーチング演奏】
【飲食コーナー（キッチンカー）】

【御殿まつり開会行事】

【北本様による講話「聴覚障害者の体験談」】 【髙原様による講話「手話通訳の活動」】 【講話に聞き入る参加者】

【自転車盗難防止啓発活動】

【各自治会に配布する苗の仕分け】

【プランターにパンジー苗植栽】

【
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安全安心部会安全安心部会安全安心部会

居住環境部会居住環境部会居住環境部会

健康福祉部会健康福祉部会

大字･小字調査
　4月当初、昔を知る方々の高齢化が進む中、「勝山地区の大字･小字の場所やいわれなどにつ
いて調べられる限界の時期が近づいている」ということで今年度の事業内容を「大字･小字調査」
としました。
 先人の研究や図書館の資料等からの情報収集、各地区の古老への聴き取り調査等を行い、勝
山地区の地図上におおよその線引きをすることができました。令和5年度はさらに実地検証等を
実施して小字の地域を確定する予定です。
勝山地区の大字小字について情報をお持ちの方は情報提供をお願いします。

地域活性化部会地域活性化部会地域活性化部会

教育文化部会教育文化部会教育文化部会

　健康福祉部会では、
今後もいろいろな障害
のある方も健常者の方
も誰もが安心して生活
できるやさしいま ちづ
くりを目指し、街のバリ
アフリー整備の一助と
な るような活動を継続
していきます。
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